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『東三河の経済と社会』第8輯の刊行によせて

『東三河の経済と社会』第8輯をお届けする。本書は，2012年から2016

年に至る5年間の東三河地域の行政，経済，産業，社会・文化の動向につい

てまとめたものである。

第8輯の準備は，2012年度から始まった。まず，本書の執筆者や執筆予定

者を対象に東三河地域の現状把握を目的として「エクスカーション」を再開

した。2014年度からは運営委員を中核とする『東三河の経済と社会』第8輯

編集委員会を立ち上げ，前所長の樋口義治氏に編集委員長をお願いした。執

筆依頼者は学内外にわたり40名におよんだが，本書刊行の意義を理解して

くださり，快く執筆に応じてくださった。心より感謝申し上げる次第である。

ふり返れば，第7輯刊行後の5年間にも，地方や地域を取り巻く環境はさ

らに大きく変化した。2012年には，第2次安倍内閣が異次元の金融緩和を軸

とする新たな経済政策，いわゆるアベノミクスを発表した。また，地球温暖

化への対応や福島の原発事故を教訓として太陽光発電をはじめとする再生可

能エネルギーの固定価格買取制度がスタートした。翌2013年7月には，日本

が多国間の貿易自由化をめざすTPPに参加することになり，2015年10月ま

でに日本をふくめた12カ国が大筋で合意に達した。TPP問題は，とりわけ

農業の衰退や地域の破壊を招くのではないかという危惧を高めた。さらにこ

の間，企業の雇用する従業員の非正規化はその割合を高め，中小企業の経営

環境は厳しさを増していった。こうしたなか，消費税の8％への引き上げも

重なって，国民の消費支出は低迷を続けている。この他にも「格差社会」，「ワ

ーキングプア」，「子どもの貧困」などが問題となった。

一方，少子高齢化と人口減少を背景として2014年には日本創成会議が「ス

トップ少子化・地方元気戦略」（通称「増田レポート」）を発表した。これは

2040年までに全国の市町村1,800のうち約半数におよぶ896市町村を消滅可
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能性都市とするものであった。増田レポートを受けて，政府は「まち・ひと・

しごと創生本部」を設置し予算措置を講じた。しかし，こうした上からの「地

方創生」の限界は明らかで，各自治体は自主的・自律的な地域政策・地域活

性化策を模索しつつある。

また，この5年間にわたり東日本大震災からの復興が目指されてきた。し

かし避難者数は，いまだ12万7,000人に上っており，避難先は47都道府県，

1,099の市町村におよんでいる（復興庁 2017年1月末現在）。震災の影響は

なお深刻であるとともに，その復興も後手に回っている感が否めない。2016

年4月には熊本大地震が発生し，死者50人，災害関連死102人におよんだ。

こうした教訓をもとに，東三河の地域や自治体も東南海地震に向けた防災対

策が急務となっている。

以上のように，現代社会，そして地域社会をめぐる環境はきびしさを増し

ているといってよい。こうした諸問題について，中部地方産業研究所でもプ

ロジェクト研究や個人研究，講演会・シンポジウム等を重ねてきた。十分と

はいえないまでも，本書はそうした研究活動の5年間の集大成という見方も

できると思う。東三河地域の現状や諸課題を知る手がかりとして本書を利用

していただければ幸いである。

本書の刊行にあたっては，その準備段階から執筆・校正にいたる過程で事

務局には大変お世話になった。本書は彼らの尽力のたまものである。記して

謝意を表したい。

2017（平成29）年3月

愛知大学中部地方産業研究所所長

阿 部 　聖
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第1章　東三河地域の広域連携

1　東三河地域広域連携の構図

豊川の流域圏である東三河地域では，地域を一体的に捉えた広域連携を図

ろうとする活動が続いてきた。戦後からの広域連携や市町村合併の概略に

ついては，『東三河の経済と社会』第7輯に述べた。本稿では，2012（平成

24）年4月から現在までの主たる変化を述べ，今後の展開について考察を加

える。

東三河地域の広域連携を考える前提として，東三河地域を空間的に取り囲

む三遠南信地域の状況をみておきたい。図Ⅰ-1-1に示すように，三遠南信

地域は，愛知県東三河地域，静岡県遠州地域，長野県南信州地域が1つの県

境地域を構成しているが，平成の市町村合併を経て各県ごとに広域連携の特

図Ⅰ-1-1　三遠南信地域の広域連携


